
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

民泊体験 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●たくさんのふれあいの時間を通して、南会津を知るだけでなく、自 
分たちの町や学校についても紹介することができた。学校への好印 
象を残すとともに越谷に行ってみたくなった、という意見を多数い 
ただいた。 

●実際に差別や偏見で辛い経験をしたというお話を聴かせてくださ
った民家もあり、そのような中で現地の美味しい野菜やお米などを
実際に食べてみて、偏見はいけないと感じていた生徒もいた。 

●この行事で「交流や対話を通して南会津の文化について知り、さら
に越谷について発信をしていく」というのを目標にして行った。一
日目や二日目に行ったビニールハウスのビニールの部分を作る作
業などでは民家の方が一から作業のやり方を教えてくださったの
で、協力してしっかりと作業をすることができた。民家の方が「越
谷に行ってみたくなった」と言ってくれました。これからは誰にで
もお手伝いをできるようにしていきたいと思う。  

●福島県南会津町における２泊３日の民泊体験を通した交流 

●農家、福島の方とのふれあいから他者との関係づくりと自分自身等

の発信の学び 

●体験を経ての成就感の獲得 

●福島に未だ残る差別や偏見に関わる公正、公平な心の学び 

第２学年 


